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家族で楽しむおいしい一皿 レシピ提供●
料理研究家　和田麻紀子

ナスの
揚げ浸しそうめん

材 料�（２人分）

材 料�（2人分）

ナス�⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 2本（160g）
油⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯適量
　だし汁（かつおだし）� 200ml
　しょうゆ�⋯⋯⋯⋯⋯ 大さじ2
　みりん�⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 大さじ2
　砂糖� ⋯⋯⋯⋯⋯ 大さじ1/2
そうめん�⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 4束
好みの薬味（大葉、ミョウガ、おろ
ししょうが、ゴマなど）� ⋯⋯適宜

ミニトマト�⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 100g
タコ（ゆでたもの）�⋯⋯⋯ 100g
大葉� ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 5枚
オリーブ油�⋯⋯⋯⋯⋯ 大さじ1
しょうゆ�⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 小さじ1
砂糖� ⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 小さじ1/2
レモン汁�⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 小さじ1
塩・こしょう�⋯⋯⋯⋯⋯⋯少々

作り方

作り方

❶ナスはへたを取り、半分の長さに切っ
てから縦4等分にする。皮には斜めに
隠し包丁を入れる。
❷フライパンや揚げ鍋に油を深さ3cm

ほど入れて170度に熱し、①のナスを
入れてひっくり返しながら両面にほん
のり焼き色が付くまで3、4分揚げる。
揚げ上がったらよく油を切っておく。
❸Aを鍋に入れて火にかけ、②のナスを入

れて一煮立ちしたら火を止め、冷ます。
❹そうめんを袋の表示時間通りにゆで

て冷水（材料外）で締める。よく水気を
切って、一人分ずつ器に盛り付ける。
❺④に③をかける。上から好みの薬味を

のせて出来上がり。

❶ミニトマトは半分に、タコは一
口大にカットする。大葉は適当
な大きさにちぎる。
❷全ての材料をあえて皿に盛り

付け出来上がり。

JA 広報通信　2026 年７月号より

表紙の人�大地�真央さん
女優の大地 真央（だいち まお）さん。宝塚歌劇団
月組の男役トップスターとして、一時代を築く。
退団後も、舞台や映画、テレビドラマなど幅広く
活躍。近年の主な出演作に、ドラマ『最高のオバハ
ン中島ハルコ』、『おコメの女-国税局資料調査課・
雑国室-』、映画『ゴッドマザー～コシノアヤコの生
涯～』、『正直不動産』など。

8月号定価　900円（税込） ※企画・タイトルは変更することがあります お申込は JA窓口へお越し下さい。

8月号の
読みどころ

特集 わたしにちょうどいい
スマホライフ

別冊
付録

どっさり採れてもだいじょうぶ！
キュウリとナスの食べつくしレシピ

A

ポイント
ナスに隠し包丁を入れると皮の食感が良く
なり、味が染みておいしくなります。Aの代
わりに、かけつゆの濃度に希釈しためんつゆ

（250ml）を活用するとお手軽です。

暑さで食欲がない日にも
おすすめ

● 乱切りにしたキュウリに塩少々をまぶして加える
● 大葉をバジルに替え、モッツアレラチーズを加えてイタリア風に
● 冷製パスタにあえる

● ナスの揚げ浸し（作り方①～③）を多めに作って常備菜に
● カボチャやシシトウ、オクラなど好みの野菜を加える
● ラー油や梅干しを加える

アレンジ

とろとろでジューシーな
揚げナスは夏のごちそう

ミニトマトとタコと
大葉のマリネ

知れば心が軽くなる
メイプル超合金安藤なつさんと学ぶ　認知症
介護や認知症に気負わずに向き合えるヒントを、介護福祉士の資格を持つお笑い芸人の安藤さんと
学びます。

アレンジ



第第
6161
回回

通通
常常
総総
代代
会会

令
和
８
年
６
月
20
日
（
土
）　
午
前
９
時
30
分
よ
り

　
令
和
８
年
６
月
20
日
（
土
）、
蒲
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
学
習
室
7
に
て
、
第
61

回
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
総
代
１
６
３
名
の
う
ち
１
３
５
名
が
出
席
さ
れ

（
書
面
議
決
含
む
）、
総
代
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

谷
口
信
樹
組
合
長
は
「
JA
滋
賀
蒲
生
町
は
60
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
。
次
の
10
年
、

20
年
を
見
据
え
た
営
農
施
策
の
強
化
、
総
合
事
業
機
能
の
維
持
・
発
展
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
価
値
の
創
出
、
地
域
と
の
連
携
強
化
に
向
け
て
、
組
合
員
、
地
域
住
民
と
と
も
に

役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
総
代
会
に
は
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
と
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
８
議
案

と
附
帯
議
案
、
報
告
事
項
３
件
を
上
程
、
議
長
に
は
平
林
町
総
代
の
居
永
栄
治
郎
氏
を

選
出
し
、
居
永
氏
の
的
確
な
議
事
進
行
の
も
と
全
議
案
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
令
和
７
年
度
（
第
61
年
度
）
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
８
年
度
　
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
令
和
８
年
度
（
第
62
年
度
）
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
理
事
の
退
任
に
係
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　
監
事
の
退
任
に
係
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
　
令
和
８
年
度
（
第
62
年
度
）
理
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案
　
令
和
８
年
度
（
第
62
年
度
）
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

附
帯
議
案

報
告
事
項
１
　
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
に
つ
い
て

報
告
事
項
２
　（
有
）
ア
グ
リ
蒲
生
の
決
算
報
告
に
つ
い
て

報
告
事
項
３
　「
JA
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
に
つ
い
て

　  

提 

出 

議 

案

事 
業 

報 

告

　
当
該
事
業
年
度
の
国
内
農
業
・
食
料
情
勢
は
、地
政
学
リ
ス

ク
の
高
ま
り
や
気
候
変
動
、資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、複
合
的

な
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

　
特
に
、令
和
７
年
産
米
に
つ
い
て
は
、価
格
高
騰
を
背
景
に
、

早
期
に
概
算
金
お
よ
び
取
引
条
件
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
、全
農
や
取
引
先
と
粘
り
強
い
交
渉
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、加
算
金
・
奨
励
金
を
含
め
た
概
算
金

は
、JA
設
立
以
来
、最
も
高
い
価
格
設
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、農
家
組
合
員
の
結
集
に
よ
り
、令
和
７
年
産
主
食
用

米
の
集
荷
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年
対
比
２
割
増
と
な
る

６
９
，１
１
７
袋
を
ご
出
荷
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
金
融
情
勢
に
お
い
て
は
、日
本
銀
行
が
長
年
続
け
て
き
た

金
融
緩
和
政
策
か
ら
物
価
安
定
を
目
指
し
た
金
融
引
き
締
め

へ
の
転
換
を
図
り
、政
策
金
利
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。今

後
、短
期
的
に
は
更
な
る
利
上
げ
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、

政
府
に
よ
る
積
極
財
政
を
背
景
と
し
た
大
規
模
な
総
合
経
済

対
策
に
伴
う
国
債
増
発
、財
政
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
か
ら
長
期

国
債
利
回
り
の
上
昇
が
続
い
て
お
り
、経
済
活
動
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
金
利
上
昇
局
面
の
中
、当
JA
の
国
債
・
地
方
債
等

の
有
価
証
券
に
つ
い
て
も
、当
面
の
間
、評
価
損
の
状
態
が
続

く
も
の
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
。当
該
年
度
末
の
単
体
自
己

資
本
比
率
は
２
０
．７
７
％
、ま
た
Δ
E
V
E
比
率
は
１
０
．

４
％
と
、長
期
金
利
リ
ス
ク
等
に
対
し
て
健
全
な
水
準
を
維

持
し
て
お
り
ま
す
が
、金
利
リ
ス
ク
に
関
す
る
適
切
な
情
報

開
示
を
行
う
必
要
が
あ
り
、リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
の
バ
ラ
ン

ス
を
踏
ま
え
た
運
用
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、目
的

積
立
金
で
あ
る「
有
価
証
券
価
格
変
動
積
立
金
」を
取
り
崩
し
、

有
価
証
券
の
減
損
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、今
回
の
減
損
処
理
に
よ
り
赤
字
決
算
と
な
り
ま
す

が
、中
長
期
的
に
は
、減
損
処
理
を
行
っ
た
有
価
証
券
の
簿
価

回
復
に
伴
い
、有
価
証
券
評
価
額
に
対
し
て
プ
ラ
ス
に
寄
与

す
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
む
す
び
に
、令
和
８
年
２
月
、JA
滋
賀
蒲
生
町
は
創
立
60
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
と
役
職
員
が
力
を
合
わ

せ
、様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
に
、改

め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。近
年
は
、気
候
変
動
や
世
界

情
勢
の
変
化
な
ど
、不
確
実
性
の
高
い
時
代
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、時
代
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
、今
後
も
安
定
し
た

事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
事
業
利

用
と
運
営
参
画
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3 K I R A M E K I

2	 �

退
任
の
ご
挨
拶

3	

第
61
回
通
常
総
代
会

8	

就
任
の
ご
挨
拶

9	 �

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

10	

組
織
図

11	

営
農
情
報

12	

か
わ
ら
ば
ん

14	 �

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う

15	

あ
た
ま
の
体
操�

等

16	

皆
様
か
ら
の
お
た
よ
り

	

JA
の
概
要

17	

献
血
の
お
知
ら
せ

18	 �

職
員
紹
介

20	

お
い
し
い
一
皿

も
く
じ

今
月
の
表
紙
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総
代
会
終
了
お
よ
び
退
任
の
ご
挨
拶

　
組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
家

族
と
と
も
に
健

や
か
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

JA
滋
賀
蒲
生
町
の
事
業
・
運
営
に
ご
参
画
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
６
月
20
日
に
第
61
回
通
常
総
代
会
を
開

催
し
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
、
令

和
８
年
度
事
業
計
画
並
び
に
任
期
満
了
伴
う
役
員
選

任
に
関
し
て
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
き
、
全
議
案

を
原
案
ど
お
り
ご
承
認
賜
り
ま
し
た
。

 

さ
て
、
昨
年
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
と
今
年
２
月
か
ら

の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
や
供
給
不
安
、
物
流
の
停
滞
、
国
際
紛
争
の
長

期
化
な
ど
、
経
済
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
象

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
AI
を
中
心
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急

速
な
進
化
は
、
農
業
分
野
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
や

G
P
S
を
使
っ
た
自
動
走
行
と
い
っ
た
衛
星
情
報
活

用
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
産
業
構
造

を
根
底
か
ら
変
え
つ
つ
あ
り
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
通
用
し
な
く
な
る
ス
ピ
ー
ド
も
加
速
し
て
い

ま
す
。

　
国
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
物
価
上
昇
、
人
手
不
足
、

地
方
の
人
口
減
少
と
い
っ
た
構
造
的
課
題
が
顕
在
化

し
、
地
域
経
済
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
環
境
変
化
は
、
地
域
密
着
型
の
JA
に

と
っ
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
・
地
域
の

生
活
を
支
え
る
協
同
組
合
と
し
て
、
安
定
性
・
信
頼

性
・
持
続
性
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
問
わ
れ
る
時
代
に
入
っ
た
と
強
く
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
国
内
の
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
、

急
激
な
金
利
の
あ
る
世
界
へ
の
転
換
が
顕
在
化
し
、

当
JA
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
想
定

外
の
金
利
上
昇
に
よ
り
、
保
有
す
る
有
価
証
券
の
評

価
損
が
膨
ら
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
将
来
に
む
け
て
経
営
基
盤
を
維
持
す
る

た
め
に
、
令
和
７
年
度
の
決
算
に
お
い
て
一
部
の
有

価
証
券
を
減
損
し
、
赤
字
決
算
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
た
だ
、
令
和
７
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

減
損
を
加
味
し
な
い
と
す
る
と
、
令
和
６
年
度
以
上

の
収
益
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
出
資
配
当
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
と
同
率
で
の
剰
余
金
処

分
案
を
総
代
会
に
お
い
て
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
減
損
し
ま
し
た
有
価
証
券
は
、
満
期
に
向
け
て
取

得
時
の
簿
価
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ

の
赤
字
は
“
守
り
の
赤
字
”
で
は
な
く
、
未
来
の
収

益
基
盤
を
つ
く
る
た
め
の
“
攻
め
の
赤
字
”
で
あ
る

と
位
置
づ
け
し
、
組
合
員
・
ご
利
用
者
の
皆
様
に
ご

理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
営
農
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
は
、
昨
年
、

米
価
は
一
定
の
回
復
を
見
せ
、「
営
農
継
続
」
そ
し

て
「
農
業
の
魅
力
」
に
一
筋
の
光
が
見
え
始
め
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

　
一
転
、
今
年
は
、
主
食
用
米
の
在
庫
の
積
み
上
が

り
に
よ
る
米
価
の
下
落
懸
念
が
強
ま
る
中
、
JA
は
生

産
者
の
皆
様
の
所
得
確
保
と
営
農
継
続
に
向
け
、
JA

組
織
を
挙
げ
た
販
売
促
進
や
ス
シ
ロ
ー
な
ど
の
メ
ー

カ
ー
と
の
複
数
年
契
約
の
確
保
、
継
続
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
国
、
行
政
等
に

対
し
て
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
米
の
需
給
と
価
格
対
策
」
で
す
。
放

出
し
た
備
蓄
米
に
対
し
て
、
率
先
し
て
責
任
あ
る
価

格
で
の
買
い
戻
し
を
行
い
、
主
食
用
米
か
ら
、
輸
出

米
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
な
ど
の
需
給
環
境
の
安
定

化
を
国
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
し

て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
令
和
９
年
度
以
降
の
水
田
政
策
の

見
直
し
」
で
す
。
需
要
に
応
じ
た
生
産
、
水
田
フ
ル

活
用
に
は
、「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
」

に
よ
る
政
策
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
助
成
水

準
や
予
算
規
模
が
焦
点
で
す
。
特
に
、
環
境
こ
だ
わ

り
米
の
直
接
支
払
い
交
付
金
に
よ
る
継
続
し
た
支
援

を
強
く
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

 

こ
う
し
た
政
策
実
現
の
た
め
、
生
産
者
の
皆
様
の

系
統
結
集
へ
の
力
強
い
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
任
期

満
了
伴
う
役
員
改
選
で
、
代
表
理
事
組
合
長
を
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
８
年
前
に
組
合
長
に
就
任
し
て
以
来
、

日
々
の
協
同
活
動
の
中
で
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様

か
ら
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
む
す
び
に
、
本
年
は
、
当
JA
に
と
っ
て
60
周
年
と

い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
組
合

員
・
地
域
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
60
年
を
礎

に
、
次
の
10
年
・
20
年
を
見
据
え
、
営
農
施
策
の
強

化
、
総
合
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
価

値
の
創
出
、
地
域
と
の
連
携
深
化
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、
今
後
も
JA
が
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
皆
様
か

ら
求
め
ら
れ
る
組
織
で
あ
り
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
JA
滋
賀
蒲
生
町
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
•
ご

協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
総
代
会
終
了

と
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
令
和
８
年
６
月

J
A
滋
賀
蒲
生
町

　代
表
理
事
組
合
長

　谷 

口

　信 

樹
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足
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・�

地
域
貢
献
活
動
で
は
、
春
と
秋
の
全
国
交
通
安
全
週
間

を
重
点
期
間
と
し
各
期
８
日
ず
つ
交
通
立
ち
番
に
て
交

通
安
全
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
蒲
生
い
き
い
き
あ
か
ね

フ
ェ
ア
＆
滋
賀
蒲
生
町
収
穫
祭
で
は
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
「
き
ず
な
号
」
に
て
、
自
動
車
安
全
運

転
診
断
・
交
通
安
全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

・�

地
域
住
民
、
次
世
代
層
と
の
繋
が
り
強
化
や
JA
事
業
の

周
知
を
目
的
と
し
て
、
あ
か
ね
文
化
ホ
ー
ル
に
て
ア
ン

パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

・�

長
期
共
済
の
新
契
約
で
は
５
７
６
件
23
億
８
，１
７
７
万

円
（
保
障
）
の
ご
契
約
を
頂
き
、
短
期
共
済
（
火
災
・

自
動
車
・
傷
害
共
済
）
で
は
１
億
９
，０
６
５
万
円
の
掛

金
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

自
賠
責
共
済
で
は
９
８
９
件

の
ご
契
約
を
頂
き
ま
し
た
。

・�

共
済
金
支
払
実
績
で
は

10
億
１
、６
５
６
万
円
を
お
支

払
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

購
買
事
業

・�

購
買
事
業
全
体
で
は
、
５
億
４
，４
１
３
万
円
の
購
買
品

取
扱
高
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

〈
生
産
資
材
〉

・�

肥
料
・
農
薬
で
は
、
予
約
注
文
と
早
期
仕
入
れ
に
よ
る

銘
柄
集
約
、
ま
た
超
大
型
規
格
農
薬
の
ご
提
案
等
、
生

産
コ
ス
ト
低
減
と
安
定
供
給
に
努
め
、
さ
ら
に
営
農
指

導
事
業
と
の
連
携
の
中
、
実
証
に
基
づ
く
肥
料
・
農
薬

の
提
案
や
土
壌
診
断
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
資
材
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・�

生
産
購
買
取
扱
高
は
、
土
づ
く
り
肥
料
や
元
肥
一
発
肥

料
を
中
心
に
２
億
１
，４
３
７
万
円
、
そ
の
他
資
材
等
の

取
扱
高
は
３
，３
８
３
万
円
と
な
り
、
合
計
２
億
４
，

８
２
０
万
円
の
ご
利
用
を
頂
き
ま
し
た
。

〈
生
活
資
材
〉

・�

燃
料
部
門
で
は
、
給
油
所
燃
料
、
LP
ガ
ス
を
含
め
た
燃

料
取
扱
高
は
、
１
億
６
，３
８
８
万
円
、
食
品
、
葬
祭
用

具
等
、
生
活
資
材
全
体
の
取
扱
高
は
２
億
９
、５
９
２
万

円
の
ご
利
用
を
頂
き
ま
し
た
。

【
葬
祭
】

・�

葬
祭
で
は
、
ホ
ー
ル
葬
53
件
・
自
宅
葬
22
件
の
ご
利
用

を
頂
き
、
葬
祭
利
用
高
は
２
，６
５
２
万
円
で
し
た
。

販
売
事
業

〈
米
〉

・�

農
林
水
産
省
が
公
表
し
た
新
た
な
作
況
反
収
指
数
は
、

滋
賀
県
で
は
「
１
０
５
」
と
な
り
、６
９
，１
１
７
袋
（
加

工
米
、
輸
出
用
米
等
を
除
く
）
が
出
荷
さ
れ
、
前
年
対

比
１
２
０.

６
％
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
こ
だ
わ
り
米
の

「
み
ず
か
が
み
」
は
学
校
給
食
に
、「
特
別
栽
培
米
　
日

本
晴
」
や
「
レ
ー
ク
65
」
に
つ
い
て
は
、
全
農
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
を
通
じ
て
「
柿
の
葉
寿
司
」
や
「
回
転
す
し

チ
ェ
ー
ン
店
」
へ
契
約
栽
培
に
よ
る
有
利
販
売
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　�

ま
た
、
主
食
用
米
の
需
給
状
況
が
大
き
く
変
動
す
る
中
、

需
要
に
応
じ
た
水
田
活
用
と
し
て
、
コ
メ
新
市
場
開
拓

等
促
進
事
業
を
活
用
し
た
基
幹
作
物
で
の
輸
出
用
米
へ

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
栽
培
面
積
は
、
42�

ha
と

な
り
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。（
前
年
対
比

３
８.

９
％
）

〈
小
麦
〉

・�

小
麦
は
、
全
体
的
に
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に
収
穫
を
迎

え
ら
れ
１
，１
２
４
ｔ
（
前
年
対
比
１
２
４.

６
％
）
を

検
査
し
、
１
等
の
格
付
け
に
つ
い
て
は
Ａ
ラ
ン
ク
の
検

査
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

〈
特
産
大
豆
・
検
査
大
豆
〉

・�

大
豆
に
つ
い
て
は
、
播
種
時
期
に
降
水
量
が
多
く
播
種

が
遅
れ
た
圃
場
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
梅
雨

明
け
以
降
高
温
の
影
響
で
収
量
・
品
質
が
低
下
し
ま
し

た
が
、
特
産
大
豆
・
検
査
大
豆
の
販
売
高
は
、
１
億
５
，

６
８
１
万
円
（
前
年
対
比
１
５
３.

２
％
）
と
な
り
ま
し

た
。

利
用
事
業

・�

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
集
落

営
農
組
織
や
組
合
員
皆
様
の

ご
利
用
を
頂
き
７
２
，３
１
８

枚
（
前
年
対
比�

９
４.

８
％
）

の
箱
苗
を
供
給
し
ま
し
た
。

輸
出
用
米
の
作
付
面
積
が
減

り
、
供
給
枚
数
は
減
少
し
ま

し
た
。

・�

カ
ン
ト
リ
ー
で
は
、
水
稲
２
，３
１
７
ｔ
（
前
年
対
比�

１
１
１.

３
％
）
の
荷
受
重
量
、
小
麦
１
，２
９
８
ｔ
（
前

年
対
比
１
２
４.

６
％
）
の
利
用
を
頂
き
ま
し
た
。

加
工
事
業

【
味
噌
加
工
】

・�

味
噌
加
工
で
は
、
地
元
の
錦
大
豆
で
作
っ
た
佐
久
良
川

味
噌
を
お
歳
暮
用
の
「
ふ
る
さ
と
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」、
直
売
所

「
旬
菜
館
さ
く
ら
」
等
を
通
じ
て
、
５
１
３
㎏(

前
年
対

比�

８
６.

８
％)

供
給
し
ま
し
た
。

【
精
米
加
工
】

・�

精
米
加
工
で
は
、
主
に
環
境
こ
だ
わ
り
米
み
ず
か
が
み

を
学
校
給
食
へ
供
給
す
る
ほ
か
、「
旬
菜
館
さ
く
ら
」
等

に
て
地
域
の
消
費
者
へ
供
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間

を
通
じ
て
低
温
倉
庫
保
管
し
、
定
期
的
に
米
を
供
給
す

る
「
蔵
出
し
米
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
他
事
業

・�

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
の
事
業
で
あ

る
農
地
集
積
円
滑
化
事
業
か
ら
国
の
事
業
で
あ
る
農
地

中
間
管
理
機
構
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

ドライビングシミュレーター「きずな号」
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指
導
事
業

【
営
農
指
導
】

・�

水
稲
の
生
育
状
況
で
は
、
５
月
中
旬
以
降
日
照
時
間
が

平
年
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
初
期
生
育
の
遅
れ

が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
（
近
畿
５\

17
）
後

は
、
降
水
量
が
平
年
よ
り
多
く
推
移
し
ま
し
た
が
、
梅

雨
明
け
（
近
畿
６\

27
）
が
早
く
、
梅
雨
明
け
以
降
は
極

端
な
高
温
で
降
水
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
湛
水
状
態

を
維
持
で
き
て
い
な
い
圃
場
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

出
穂
期
以
降
も
高
温
多
照
で
推
移
し
た
た
め
、
土
壌
や

肥
料
か
ら
の
窒
素
供
給
が
前
倒
し
と
な
り
、
登
熟
後
期

ま
で
肥
効
が
保
た
れ
ず
栄
養
凋
落
や
受
粉
障
害
が
減
収

の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
品
質
で
は
、
登
熟
期
間
の
高

温
多
照
に
加
え
、
栄
養
凋
落
や
水
不
足
に
よ
り
背
白
粒

や
基
部
未
熟
の
発
生
、
デ
ン
プ
ン
の
供
給
が
追
い
つ
か

ず
乳
白
粒
の
発
生
に
よ
り
品
質
が
大
幅
に
低
下
し
ま
し

た
。

　�

令
和
７
年
度
で
は
、
気
候
変
動
に
伴
う
米
の
高
温
障
害

が
拡
大
す
る
な
か
、
生
産
者
の
協
力
の
も
と
高
温
耐
性

に
強
い
品
種
（
４
品
種
）
の
栽
培
試
験
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
続
き
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

追
肥
散
布
や
、
BS
（
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
）
資

材
の
試
験
区
を
設
置
し
、
気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う
た

め
の
生
産
体
制
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・�

小
麦
に
つ
い
て
は
、
品
質
、
収
量
と
も
に
良
好
で
あ
り
、

畑
作
物
産
地
形
成
促
進
事
業
の
取
り
組
み
推
進
と
、
経

営
所
得
安
定
対
策
を
含
め
た
な
か
で
農
業
者
の
所
得
向

上
（
安
定
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・�

大
豆
（
小
豆
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
圃
場
で
発
芽
不

良
や
夏
の
干
ば
つ
等
の
影
響
や
、
８
月
下
旬
以
降
に
病

害
虫
に
よ
る
被
害
に
よ
り
収
量
・
品
質
が
低
下
し
ま
し

た
。

・�

野
菜
に
つ
い
て
は
、
水
田
を
活
用
し
た
生
産
振
興
で
の

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
小
菊
の
契
約
栽
培
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
苺
に
つ
い
て
は
市
場
出
荷
で

の
シ
ェ
ア
拡
大
を
目
指
し
、
年
内
の
出
荷
に
こ
だ
わ
り

取
り
組
み
ま
し
た
。

・�

担
い
手
育
成
で
は
、
集
落
営

農
法
人
連
絡
協
議
会
や
青
壮

年
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会

等
を
開
催
し
、
持
続
可
能
な

農
業
に
向
け
て
多
様
な
担
い

手
と
の
関
係
づ
く
り
強
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

【
生
活
事
業
】

・�

生
活
事
業
で
は
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
や
組
合
員
健
診

等
を
実
施
し
、
組
合
員
の
集
う
「
場
」
の
提
供
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

【
直
売
所
】

・�

直
売
所
「
旬
菜
館
さ
く
ら
」
で
は
「
集
ま
る
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
ウ
エ
ル
シ
ア
前
で
の
ト
ラ
ッ
ク
市
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
内
の
小
学
生
の
食
農
教
育

の
受
入
れ
等
を
通
じ
て
、
地
域
と
地
域
農
業
の
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

信
用
事
業

・�

信
用
事
業
は
地
域
農
業
お
よ
び
組
合
員
の
生
活
を
支
え

る
基
盤
と
し
て
、
安
定
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ま
し
た
。

・�

貯
金
残
高
は
３
７
２
億
円
（
前
年
対
比
９
６.

５
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
個
人
貯
金
残

高
増
強
に
努
め
２
７
１
億
円
（
前
年
対
比
１
０
１.

７
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
年
金
受
給
者
友
の
会
の
会
員
数
は
、

１
，８
８
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

・�

貸
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
関
連
資
金
を
中
心
に

住
宅
ロ
ー
ン
や
生
活
関
連
資

金
に
も
積
極
的
に
提
案
し
貸

出
金
残
高
は
47
億
円
（
前
年

対
比
９
７.

５
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
者
の
所

得
向
上
と
経
営
安
定
を
支
援

す
る
た
め
、
営
農
と
連
携
し

た
融
資
提
案
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
迅
速
か
つ
丁
寧
な

相
談
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

・�

金
融
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
リ
ス
ク
管
理
の
高
度

化
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
、
健
全

性
の
維
持
・
向
上
に
努
め
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

共
済
事
業

・�

契
約
確
認
や
共
済
金
請
求
も
れ
が
な
い
か
確
認
を
行
う

『
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
』
を
９
０
９
世
帯
で
実
施
し
、
世

帯
未
加
入
者
の
提
案
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
特
に
次
世
代
を
担
う
若
年
層
へ
の
積
極
的
な
推

進
活
動
を
行
い
、
77
名
の
新
規
ご
加
入
を
頂
き
ま
し
た
。

・�

自
動
車
共
済
の
事
故
対
応
に
よ
る
総
合
満
足
度
は

９
５.

９
％
で
あ
り
、
全
国
平
均
９
４.

６
％
を
上
回
り
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
加
入
者
様
の
多
く
に
安
心
と
満

令
和
７
年
度
　
事 

業 

報 

告

（
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日
）

集落営農法人連絡協議会　意見交換会

年金受給者友の会総会
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１. 異動
氏　　名 発令事項（新　任） （旧　　　任）

徳 田 敏 宏 管理・経済担当理事　兼　参事 金融担当理事　兼　信用課　課長

森 田 喜 隆 金融担当理事　兼　信用課　課長 管理課　課長

山 田 富 章 管理課　課長 購買課　課長

森 島 章 信 購買課　課長 ふれあい対策室　室長（購買課）

西 川 雄 希 購買課　課長代理　 営農販売課　主任　販売担当

岡　　 優 志 営農販売課　主任 営農販売課　主任　カントリー担当

岡 田 康 平 営農販売課　担任　カントリー担当 購 買 課　担 任

令和８年７月 1 日　発令

　JA 滋賀蒲生町は、令和８年７月１日付で下記の通り人事異動を行いましたので、お知ら
せ致します。

職員人事異動のお知らせ

第
22
期
役
員
（
令
和
８
年
６
月
20
日
現
在
）

理
事

代
表
理
事
組
合
長�
塩
田
　
育
弘
　

管
理
委
員
会�

◎
野
村
　
秀
平
　

�

西
村
　
洋
子
　

金
融
委
員
会�

◎
若
林
　
忠
治
　

�

　
橋
井
　
清
和
　

�

曽
我
　
和
美
　

�

林
　
　
壽
子
　

経
済
委
員
会�

◎
中
本
　
嘉
津
由

�

村
井
　
彰
　
　

�

竹
岡
　
一
郎
　

�

村
井
　
定
之
　

職
員
兼
務
理
事
（
管
理
・
経
済
担
当
理
事
・
参
事
）�

徳
田
　
敏
宏
　

職
員
兼
務
理
事
（
金
融
担
当
理
事
）�

森
田
　
喜
隆
　

監
事

　
代
表
監
事�

森
島
　
正
志
　

�

村
田
　
忠
嗣
　

　
常
勤
監
事
（
員
外
監
事
）�

佐
野
　
一
治
　

※
常
勤
理
事
は
各
委
員
会
の
委
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
記
載
を
省
略
し
て
お
り
ま
す
。

◎
委
員
長
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盛
夏
の
候
、

組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組

合
の
各
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
協

同
組
合
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
事
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
こ
と
６
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
第
61
回
通
常
総
代
会
で
、
第
22
期

の
理
事
に
選
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
参

事
の
と
し
て
の
職
を
辞
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、

代
表
理
事
組
合
長
の
重
責
を
拝
命
し
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

29
年
間
の
JA
滋
賀
蒲
生
町
で
の
勤
務

経
験
を
活
か
し
、
私
の
与
え
ら
れ
た
使

命
・
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
一
生
懸

命
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
前
組
合
長
を
は
じ
め
退
任
さ

れ
た
役
員
の
皆
様
や
60
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
諸
先
輩
方
の
築
い
て
こ
ら
れ

た
功
績
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
JA
滋
賀
蒲
生
町
が
、
組

合
員
・
利
用
者
の
た
め
の
組
織
で
あ

り
続
け
、
今
後
も
地
域
に
愛
さ
れ
必
要

と
さ
れ
る
組
織
と
し
て
事
業
運
営
で

き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
と
、
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
末
筆
な

が
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
豊
か
な
収
穫

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
22
期
理
事
な
ら
び
に
組
合
長
就
任
の
ご
挨
拶

滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合

�

代
表
理
事
組
合
長
　
塩し
お

　
田た

　
育い
く

　
弘ひ
ろ

　
盛
夏
の
候
、
組
合

員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
JA
滋
賀
蒲
生
町
の
事
業
運
営
に
つ
き

ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
第
61
回
通
常
総
代
会
」
に
お
き
ま
し
て
、
理
事

と
し
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、同
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
管

理
・
経
済
担
当
理
事
に
承
認
さ
れ
、
参
事
に
拝

命
さ
れ
ま
し
た
。
身
に
余
る
重
責
で
は
あ
り
ま

す
が
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
の
期
待
と
付
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
変
え
る
べ
き

と
こ
ろ
は
変
え
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
り
、
農
業

振
興
と
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
実
践

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
必
要
と
さ
れ
る

JA
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
笑
顔
を
忘
れ
ず

誠
心
誠
意
を
信
条
に
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
金
融
担

当
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
責
任
の
重
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

組
合
員
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠

心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
組
合
員
の
皆
様
と
接
す
る
職
員
と

し
て
、
現
場
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
組
合
員

の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
何
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
、
事
業
運
営
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
兼
務
理
事
と
し
て
、
地
域
農
業
の
振
興

と
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
地
域

の
暮
ら
し
や
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、総
合
事

業
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
農
協
づ
く
り
に

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
農
協

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

管
理
・
経
済
担
当
理
事
就
任
の
ご
挨
拶

金
融
担
当
理
事
就
任
の
ご
挨
拶

滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合

�

管
理
・
経
済
担
当
理
事
　
徳と
く

　
田だ

　
敏と
し

　
宏ひ
ろ

滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合

�

金
融
担
当
理
事
　
森も

り

　
田た

　
喜よ

し

　
隆た

か�
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　当
組
合
の
監
事
は
、
組
合
経
営
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
た
め
、

農
協
法
（
第
３５
条
の
５
）
及
び
農
協
法
施
行
規
則
（
第
８１
条
）

に
基
づ
き
、
理
事
が
職
務
を
適
正
に
遂
行
し
て
い
る
か
を
監
視
す

る
た
め
の
情
報
提
供
窓
口
（
組
合
経
営
に
関
す
る
事
象
に
限
る
）

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　当
組
合
の
理
事
が
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
、
弊
害
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
行
為
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
柄
が
あ
れ
ば
、
封
書
に

て
記
名
の
上
、
左
記
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合

　監
事
会

連
絡
先
／
〒
５
２
９‐

１
５
３
７

　
　
　
　滋
賀
県
東
近
江
市
市
子
殿
町
２
４
０
番
地

　
　
　
　滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合

　監
事
会

　
　
　
　受
付
監
事

　常
勤
監
事

　佐
野

　一治

（
注
）封
書
への
必
要
記
載
事
項

　
　①
情
報
提
供
者
本
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
発
信
日

　
　②
情
報
の
概
要

　
　
　
　・情
報
提
供
の
対
象
と
な
る
理
事
の
氏
名

　
　
　
　・提
供
情
報
の
発
生
し
た
日
時

　
　
　
　・発
生
し
た
事
象
の
要
約

　
　
　
　・関
連
当
事
者
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
氏
名

※

監
査
等
で
監
事
が
不
在
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、封
書
に
限

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、ご
好
意
に
よ
る
情
報
提
供
で
あ
っ
て
も
、誹
謗
・
中
傷
に
類
似

す
る
内
容
の
も
の
は
受
付
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

監
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
提
供
窓
口
の
設
置

農
産
物
検
査
員

監
事
会
事
務
局

監
　
査
　
室

信
　
用
　
課

共
　
済
　
課

管
　
理
　
課

購
　
買
　
課

企
画
審
査
室

営
農
販
売
課

代 表 監 事 代 表 理 事 組 合 長

金融担当理事 管理・経済担当理事

参事
常勤監事

令和８年７月１日現在

組　　合　　員

総　　代　　会

監　事　会 理　　事　　会 委　員　会

滋 賀 蒲 生 町 農 業 協 同 組 合 組 織 図
営農
情報 小豆

大豆

大
納
言
小
豆

◎
７
月
20
日
〜
７
月
31
日[

播
種]

◎
８
月
上
旬
　
　
　
　 

　
病
害
虫
防
除
（
１
回
目
）

◎
８
月
下
旬
　
　
　
　 

　
病
害
虫
防
除
（
２
回
目
）

◎
９
月
上
旬[

開
花
期]

　
病
害
虫
防
除
（
３
回
目
）

錦
大
豆

◎
８
月
上
旬[

開
花
期] 

病
害
虫
防
除（
１
回
目
）

◎
８
月
中
旬[

着
莢
期] 

病
害
虫
防
除（
２
回
目
）

◎
８
月
下
旬 

病
害
虫
防
除（
３
回
目
）

丹
波
黒
大
豆

◎
８
月
中
旬[

開
花
始
め] 

病
害
虫
防
除
（
１
回
目
）・
追
肥
（
花
肥
）

◎
８
月
下
旬[

開
花
期] 

病
害
虫
防
除
（
２
回
目
）

丹
波
黒
大
豆

病
害
虫
に
対
し
て
弱
い
の
で
、防
除
は
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
茎
疫
病
・
紫
斑
病
・

ウ
イ
ル
ス
病
・
害
虫
の
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

使用時期 農　薬　名 濃度 使用方法 対象病害虫 備　考
播種前処理 クルーザーMAXX 8ml/種1㎏ 塗沫 アブラムシ、タネバエ、茎疫病 播種前1回

生
育
期

トレボン乳剤① 1,000倍 散布
マメシンクイガ、アブラムシ類、シロイチモジマダラメイ
ガ、ダイズサヤタマバエ、カメムシ類、フタスジヒメハム

シ、ハスモンヨトウ、ウラナミシジミ、ノメイガ類
収穫14日前まで2回以内

プレバソンフロアブル５② 4000倍 散布 オオタバコガ、ハスモンヨトウ、マメクイシンガ 収穫7日前まで2回以内

フェニックス顆粒水和剤③ 2,000～
6,000倍 散布 ヨトウムシ、アズキノメイガ 収穫7日前まで2回以内

トレボン乳剤④ 1,000倍 散布
マメシンクイガ、アブラムシ類、シロイチモジマダラメイ
ガ、ダイズサヤタマバエ、カメムシ類、フタスジヒメハム

シ、ハスモンヨトウ、ウラナミシジミ、ノメイガ類
収穫14日前まで2回以内

ブロフレアSC⑤ 2,000～4,000倍 散布 ハスモンヨトウ、アズキノメイガ 収穫前日まで3回以内

臨
機
防
除

ジマンダイセン水和剤 400倍 散布 さび病、茎疫病（大豆の茎疫病とは病
原菌は異なる。） 収穫30日前まで3回以内

リドミルゴールドMZ 500倍 散布 茎疫病 収穫30日前まで3回以内
トップジンM水和剤 700～1,000倍 散布 菌核病、炭疽病、輪紋病 収穫14日前まで4回以内

使用時期 農　薬　名 濃度散布量 収穫前日数 使用回数 対象病害虫

播 種 前
キヒゲンR-2フロアブル 乾燥種子1ｋｇ当り原液20ｍｌ 播種前 1回 ハト、カラス、苗立枯病、紫斑病、タネバエ
クルーザーMAXX 乾燥種子1ｋｇ当り原液8ｍｌ 播種前 1回 フタスジヒメハムシ、茎疫病、ネキリムシ類など

８月上旬
スタークル粉剤DL 3ｋｇ 7日 2回 カメムシ類、フタスジヒメハムシ、

ダイズサヤタマバエスタークル液剤 1,000倍 7日 2回

8月中旬
トライトレボン粉剤DL ３～４ｋｇ 14日 4回 紫斑病、フタスジヒメハムシ、カメムシ類、

マメシンクイガ、ハスモンヨトウ

アミスタートレボンSE 1,000倍 14日 2回 紫斑病、カメムシ類、マメシンクイガ、アブラムシ類

8月下旬
スタークル粉剤DL 3ｋｇ 7日 2回 カメムシ類、フタスジヒメハムシ、

ダイズサヤタマバエスタークル液剤 1,000倍 7日 2回

9月中旬
トレボン粉剤DL ４ｋｇ 14日 2回 ハスモンヨトウ、フタスジヒメハムシ、シロイチ

モジマダラメイガ、カメムシ類などトレボン乳剤 1,000倍 14日 2回

適　　時
ブロフレアSC 2,000～4,000倍 前日 3回 ハスモンヨトウ、オオタバコガ、ダイズサヤタマバエ、

フタスジヒメハムシ、マメシンクイガ、マメハンミョウ

プレバソンフロアブル5 4,000倍 7日 2回 オオタバコガ、ハスモンヨトウ、マメシンクイガ

発生初期～終期 フェロディンＳＬ ２～４個/ｈａ ハスモンヨトウ雄成虫
除 草 剤 エコトップP細粒剤F ４～６㎏ 播種後出芽前、雑草発生前に 一年生雑草

使用時期 農　薬　名 濃度 対象病害虫 収穫前日数 使用回数

播種前
キヒゲンR-2フロアブル 乾燥種子1ｋｇ当り

原液20ｍｌ ハト、カラス、苗立枯病、紫斑病、タネバエ 播種前 1回

クルーザーMAXX 乾燥種子1ｋｇ当り
原液8ml

フタスジヒメハムシ、茎疫病、ネキリムシ類
白絹病、苗立枯病（ピシウム菌） 播種前 1回

８月上旬
　～中旬①

スタークル粉剤DL 3㎏ カメムシ類、フタスジヒメハムシ、
ダイズサヤタマバエ

7日 2回
スタークル液剤 1,000倍 7日 2回

8月下旬
トライトレボン粉剤DL 3～4㎏ 紫斑病、フタスジヒメハムシ、カメムシ類、

マメシンクイガ、ハスモンヨトウ 14日 2回

アミスタートレボンSE 1,000倍 紫斑病、カメムシ類、マメシンクイガ、ア
ブラムシ類 14日 2回

9月上旬
スタークル粉剤DL 3㎏ カメムシ類、フタスジヒメハムシ、

ダイズサヤタマバエ
7日 2回

スタークル液剤 1,000倍 7日 2回

9月中旬
トレボン粉剤DL 4ｋｇ ハスモンヨトウ、マメシンクイガ、シロイ

チモジマダラメイガ、カメムシ類など
14日 2回

トレボン乳剤 1,000倍 14日 2回

適　　時

リドミルゴールドMZ 500倍 茎疫病、べと病 45日 3回

ブロフレアSC 2,000～4,000倍 ハスモンヨトウ、オオタバコガ、ダイズサヤタマバエ、
フタスジヒメハムシ、マメシンクイガ、マメハンミョウ 前日 3回

プレバソンフロアブル5 4,000倍 オオタバコガ、ハスモンヨトウ、マメシンクイガ 7日 2回
発生初期～終期 フェロディンＳＬ ２～４個/ha ハスモンヨトウ雄成虫

除草剤 エコトップP細粒剤F ４～６㎏ 一年生雑草 播種後出芽前　雑草発生前に

肥料名 使用量 備　考

大豆有機化成S４号 20Kg/10a 本葉３枚展開時以降、生育旺盛な場合は必要ありません。着蕾期に生育
状況を見ながら施します。（詳しくは営農販売課までご相談ください）

●大納言小豆の防除剤

●錦大豆の防除剤

●丹波黒大豆の防除剤

●追肥（必要な場合のみ）　　　

※令和8年4月1日現在の農薬登録に基づいて作成しております。使用前には農薬のラベルの内容を必ず確認し、他に飛散しないようにして下さい。

（10a あたり）

（10a あたり）

（10a あたり）

注：令和８年４月１日現在の農薬登録に基づいて作成しております。使用には農薬のラベルの内容を必ず確認し、他に飛散しないようにしてください。

※令和8年4月1日現在の農薬登録に基づいて作成しております。使用前には農薬のラベルの内容を必ず確認し、他に飛散しないようにして下さい。
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　当
組
合
の
監
事
は
、
組
合
経
営
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
た
め
、

農
協
法
（
第
３５
条
の
５
）
及
び
農
協
法
施
行
規
則
（
第
８１
条
）

に
基
づ
き
、
理
事
が
職
務
を
適
正
に
遂
行
し
て
い
る
か
を
監
視
す

る
た
め
の
情
報
提
供
窓
口
（
組
合
経
営
に
関
す
る
事
象
に
限
る
）

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　当
組
合
の
理
事
が
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
、
弊
害
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
行
為
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
柄
が
あ
れ
ば
、
封
書
に

て
記
名
の
上
、
左
記
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合

　監
事
会

連
絡
先
／
〒
５
２
９‐

１
５
３
７

　
　
　
　滋
賀
県
東
近
江
市
市
子
殿
町
２
４
０
番
地

　
　
　
　滋
賀
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合

　監
事
会

　
　
　
　受
付
監
事

　常
勤
監
事

　佐
野

　一治

（
注
）封
書
への
必
要
記
載
事
項

　
　①
情
報
提
供
者
本
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
発
信
日

　
　②
情
報
の
概
要

　
　
　
　・情
報
提
供
の
対
象
と
な
る
理
事
の
氏
名

　
　
　
　・提
供
情
報
の
発
生
し
た
日
時

　
　
　
　・発
生
し
た
事
象
の
要
約

　
　
　
　・関
連
当
事
者
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
氏
名

※

監
査
等
で
監
事
が
不
在
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、封
書
に
限

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、ご
好
意
に
よ
る
情
報
提
供
で
あ
っ
て
も
、誹
謗
・
中
傷
に
類
似

す
る
内
容
の
も
の
は
受
付
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

監
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
提
供
窓
口
の
設
置

農
産
物
検
査
員

監
事
会
事
務
局

監
　
査
　
室

信
　
用
　
課

共
　
済
　
課

管
　
理
　
課

購
　
買
　
課

企
画
審
査
室

営
農
販
売
課

代 表 監 事 代 表 理 事 組 合 長

金融担当理事 管理・経済担当理事

参事
常勤監事

令和８年７月１日現在

組　　合　　員

総　　代　　会

監　事　会 理　　事　　会 委　員　会

滋 賀 蒲 生 町 農 業 協 同 組 合 組 織 図
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※土日を含め、
　令和８年８月８日（土）～12日（水）までを
　休業日とさせていただきます。

今後とも組合員の皆様にご満足頂けるサービ
スを提供できるよう努めて参りますので、何
卒ご理解いただきますよう、よろしくお願い
いたします。

令和８年８月10日（月）
� ・令和８年８月12日（水）

JA全農しが　農業機械課
野洲市小篠原大岩山5-2
ＴＥＬ�077-586-7014

　６月6日、JA直売所「旬菜館さくら」の集荷場ス
ペースで、第２回園芸スクールを開催しました。講
師の松

まつばら
原治

は る お
夫先生の指導のもと、「マリーゴールド・

けいとう・百日草・ひまわり」の播種を行いました。
　土のかぶせ方や水やりの仕方など、当たり前だと
思って見過ごしていた点を改めて学ぶことで、気を
つけるべきポイントが多いことに気づき、受講者の
皆様にも良い学びになったのではないかと思います。
　栽培について、ご興味がある方・栽培方法等に
ついてお聞きしたい方、また園芸スクールについて
は、営農販売課（TEL：0748-55-1317　担当：川
村）までお気軽にお問い合わせ下さい。

第2回園芸スクール第2回園芸スクール

花 の 播 種花 の 播 種
JA全農しが東近江農機センターからJA全農しが東近江農機センターから

臨時休業日のお知らせ臨時休業日のお知らせ

臨時休業日

お急ぎの際の連絡先

秋作業（稲刈り等）の申込みについて秋作業（稲刈り等）の申込みについて
（申込に必要な物）
●秋作業委託申込書（営農販売課　窓口にてお渡しいたします。）
●圃場地図（手書きでも可）
（ご注意下さい）
● 圃場の状況（機械作業が困難等）により作業をお断りする場合がございますが予めご了承

願います。
●稲刈取り作業については、カントリーエレベーター対応品種のみとさせていただきます。
●利用料金のお支払いは作業終了後に口座振替で行います。　
　締切日：令和 8 年８月 10 日（月）

稲刈取脱穀 18,700 円（税込）

畝立耕起 7,150 円（税込）

籾運搬料金（カントリーのみ） 6.6 円 /ｋｇ（税込）

標�準�作�業�料�金 (10㌃当り )

※作業料金は難易度で決まります。　A. 標準作業料 　B.10％増  C.20％増

お問い合わせ　ＪＡ滋賀蒲生町　営農販売課　担当　狩野　ＴＥＬ 0748-55-1317
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2026年８月

　６月12日、JA直売所「旬菜館さくら」
で「あじさいフェア」を開催し、約180名
の方にご来店いただきました。
　フェアでは地元の新鮮野菜やお惣菜・お
弁当のほか、蒲生産のお米（５㎏）を特別
価格で販売しました。屋外では購買課によ
る水ようかんの試食販売、たこ焼き・焼き
立てパン・めだかの販売やワッフル、タコ
スなどのキッチンカーが並びました。
　また、この日はレジにてお買い上げいただいた方に、ボッ
クスティッシュをプレゼントさせていただきました。
　８月のフェアは、８月7日（金）、８日（土）の２日間に
わたって「お盆フェ
ア」を開催予定です。
皆様のご来店を心より
お待ちしております。

さわやかな「水ようかん」を試食販売♪

年金受給者友の会
花苗プレゼント
　6月26日と27日に、年金受給者友の会会員の皆様に花
苗（日々草）3株をプレゼントさせていただきました。
　多くの会員の皆様と言葉を交わしながらの花苗プレゼ
ントは、当JAへの日頃のご愛顧に対する感謝を直接お伝
えできる大切なイベントです。当日はあいにくの雨模様
でしたが、たくさんの会員の皆様がお越しいただき、職
員一同大変喜んでおります。
　当JAはこのような取り組みを通じて、皆様に信頼して
いただける身近な金融機関であり続けたいと考えており
ます。
　現在、当JAでは年金ご紹介キャンペーンを実施
しております。ご家族やご友人の方などをご紹介
頂けますと素敵なプレゼントをご用意させていた
だいております。
今後も皆様に喜んでいただけるイベントを心掛け
て参りますので、より多くのご参加をお待ちして
おります。

旬菜館さくら
あじさいフェア開催
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毎月抽選で
ステキなプレゼント

答えが解ったらご応募くださ
い！

二重マスの文字をA〜 Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ
１
２
３
４
６
８
10
12
14
16
18

令和８年は８月７日。暦の上ではもう秋です
髪に結わえるもの
タンスや机などのこと
――ギターは電気信号で音を奏でます
8月 15日は――記念日。平和を祈念します
初対面の人に――紹介をした
ハンバーグに入れるタマネギの切り方
多くは殻を持つ生き物。実はウミウシもこの仲間
炒った大豆をひいたもの
分度器で測ります
納豆が引くもの

飛
行
機
が
飛
び
立
つ
こ
と

田
ん
ぼ
で
ゲ
ロ
ゲ
ロ
鳴
き
ま
す

土
地
の
広
さ
を
あ
ら
わ
す
単
位
の
ひ
と
つ

シ
ャ
ワ
シ
ャ
ワ
と
蝉
―
―
が
降
り
注
ぐ

パ
ー
ル
と
も
い
い
ま
す

ヒ
ヨ
コ
の
た
め
の
栄
養
が
豊
富
な
部
分

小
銭
入
れ
に
入
れ
ま
す

ブ
イ
も
こ
の
仲
間

北
海
道
と
青
森
を
結
ぶ
―
―
ト
ン
ネ
ル

野
球
の
出
場
メ
ン
バ
ー
の
こ
と

金
づ
ち
で
打
ち
込
み
ま
す

嘘
か
ら
出
た
―
―

盆
―
―
、
阿
波
―
―

13567911131517192021

タ
テ
の
カ
ギ

JA 広報通信　2026年７月号より

クロスワード

応募方法は下をご覧ください。

出題●ニコリ

7 月号 パズル・頭の体操答え 宛　先

プレゼント応募者数 !

Q1. クロスワード

応募25通�・�正解25通
※賞品の当選は発送をもってかえさせていただきます。
ーたくさんのご応募ありがとうございました。ー

〒 529-1537
東近江市市子殿町 240番地
JA 滋賀蒲生町�
広報誌きらめき係
※お名前・お住まいを必ずお書き添えください

F�A�X ／�0748（55）2869
メール／�message@gamou.jas.or.jp
Ｈ　Ｐ／�http://ja-shigagamou.jp/

今月号の
応募締切は8月５日水必着

500500円分の円分の ふれあい
商品券 プレゼントプレゼント

全国のJA、給油所でお使いいただけるふれあい商品券500円分を、パズル正解者の中から抽選で1名様にプレゼントいたします。どしどしご応募下さい。

東
近
江
市
市
子
殿
町
240

J
A
滋
賀
蒲
生
町

広
報
誌
き
ら
め
き
　
係

529-1537
クイズの答え
おたより

・お名前
・お住まい
・お電話

毎月抽選で
ステキな
プレゼント !Present

ミ ミナ カ ゼ
A CB D E
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牡羊座

蟹　座

3/21〜4/19

6/22〜7/22

天秤座

山羊座

9/23〜10/23

12/22〜1/19

双子座

乙女座

5/21〜6/21

8/23〜9/22

射手座

魚　座

11/23〜12/21

2/19〜3/20

獅子座 7/23〜8/22

水瓶座 1/20〜2/18

牡牛座 4/20〜5/20

蠍　座 10/24〜11/22

8 月の

あなたの運勢
占い師：モナ・カサンドラ ／ JA広報通信　2026年7月号より

全体運
夏ならではのレジャーを楽しむと運気が
アップ。人の和を大切に。出会いが日々
を豊かにします。旅行が吉

健康運 体調の変化に敏感に対処して。外出時に
は帽子を

幸運を呼ぶ食べ物 エダマメ

全体運
ハプニング要素もありますが冷静に対処
すれば OK。困ったときは周囲の意見も
参考に。おいしい物にツキあり

健康運 日差しへの対策は入念に。UV カットの
アイテムが◎

幸運を呼ぶ食べ物 大葉

全体運
コミュニケーション運が活発に。うれし
い申し出も多そうです。誘いはできるだ
け参加を。触れ合いの中で得る物も

健康運 体調を崩しがちかも。無理せず休憩を入
れて

幸運を呼ぶ食べ物 オクラ

全体運
運勢は山あり谷あり。順調に進んでいた
ことに問題が出そうですが、解決方法も
見つかります。落ち着いて対処を

健康運 汗はしっかり拭き取って。あせもやかぶ
れに注意

幸運を呼ぶ食べ物 ツルムラサキ

全体運
良い話が聞けるなど幸運が続くとき。い
いことがあったら周囲にもお裾分けを。
皆で楽しめばより運気アップ

健康運 疲れを感じたら療養が必要なサイン。ゆっ
くり休んで

幸運を呼ぶ食べ物 桃

全体運
安定運ですが思い悩むことが多そう。気
分転換は大切。外出や趣味の時間を多め
に取ってリフレッシュを

健康運 不調は解消へ。考え過ぎないのが良いよ
うです

幸運を呼ぶ食べ物 レタス

全体運
上昇運。困難な状況を成功に導くチャン
スですから果敢にチャレンジを。過程で
得る物も多いはず。下旬は慎重に

健康運 不注意によるけがにご用心。疲れたら適
宜休憩を

幸運を呼ぶ食べ物 トウガン

全体運
情報は最新かどうかをよく確認。勘違い
に気付くことがありそう。無理せず様子
を見るという選択肢を忘れずに

健康運 良い治療法が見つかりやすいとき。小ま
めに受診を

幸運を呼ぶ食べ物 ブドウ

全体運
好調運に恵まれパワフル。周囲への気遣
いが称賛の的に。新しいことを始めてみ
ると周囲の協力も得られます

健康運 夜は早めに就寝を。良く眠れる枕を探し
てみて

幸運を呼ぶ食べ物 イチジク

全体運
ハプニング運ですが想定外のうれしい出
会いも。ポジティブ思考でいきましょう。
良いことに巡り合えるはず

健康運 遊びでも疲れることが。何事も適度に行
いましょう

幸運を呼ぶ食べ物 パプリカ

全体運
スムーズに物事が進まないとき。あえて
ペースダウンをしてゆっくり進めればミ
スを減らせます。下旬は上昇運

健康運 喉に痛みを感じたら早めにケアを。喉あ
めが◎

幸運を呼ぶ食べ物 葉ショウガ

全体運
大変ですが助けてくれる人も多いとき。
下旬には挽回可能なので力を蓄え時間を
稼ぎましょう。映画、美術鑑賞が吉

健康運 運動の機会を増やすと体も心も健康に近
づきます

幸運を呼ぶ食べ物 梨

人権について
考えてみましょう

多文化共生という
言葉の先に

　
み
な
さ
ん
は
、「
多
文
化
共
生
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
昨
年
度
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
に
よ

り
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
人
び
と
が
日
本
を

訪
れ
ま
し
た
。
海
外
の
文
化
や
暮
ら
し
、
考
え

方
に
触
れ
る
な
か
で
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
大

切
に
し
て
い
る
も
の
が
少
し
ず
つ
違
う
こ
と
を
、

改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
文
化
と
の
出
会
い
は
、
万
博
の
会
場
だ
け
に

あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
地
域
や

職
場
に
も
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
び
と
が
暮

ら
し
、
働
き
、
学
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
大
切
に
な
る
の
が
、「
多
文
化
共
生
」

と
い
う
考
え
方
で
す
。
多
文
化
共
生
と
は
、
国
籍

や
民
族
、
言
語
、
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い

を
認
め
合
い
、
同
じ
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
指
し
ま
す
。
滋

賀
県
で
は
、「
滋
賀
県
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
多
文
化
共
生
の
社
会
づ
く
り
に
向

け
、
県
民
、
市
民
活
動
団
体
、
国
際
交
流
協
会
、

企
業
、
市
町
、
県
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が

取
り
組
む
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

県
内
人
口
に
占
め
る
外
国
籍
の
住
民
や
外
国
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
人
の
割
合
は
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
国
籍
や
民
族
な
ど
の
違
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
と
も
に
生
き
、
支
え
合
う
関
係
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
大

切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
多
文
化
」
と
聞
く
と
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
人
と
の
関
わ
り
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
視

点
は
大
切
で
す
が
、
多
文
化
共
生
は
そ
れ
だ
け

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
言
葉
が
伝
わ
り
に
く
い
、

地
域
の
慣
習
が
わ
か
ら
な
い
、
行
政
や
医
療
、
学

校
、
職
場
の
手
続
き
が
難
し
い
と
い
っ
た
場
面

で
は
、
本
人
の
努
力
だ
け
で
は
乗
り
越
え
に
く

い
壁
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
地
域
で
暮
ら
す
人
同

士
が
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関

係
を
築
き
な
が
ら
、
と
も
に
地
域
を
支
え
て
い

く
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
身
近
な
地
域
や
職
場
を
見
て
も
、
そ
こ
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、

家
族
の
状
況
、
働
き
方
、
育
っ
て
き
た
環
境
、
考

え
方
、
も
の
の
受
け
止
め
方
。
た
と
え
同
じ
言

語
を
用
い
て
会
話
を
し
て
い
て
も
、「
当
た
り
前
」

と
感
じ
る
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
違
い
に
対
し
て
、「
普
通

は
わ
か
る
は
ず
」「
前
か
ら
こ
う
し
て
い
る
」
と

片
づ
け
て
し
ま
う
と
、
誰
か
が
声
を
出
し
に
く

く
な
っ
た
り
、
参
加
し
に
く
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、悪
気
の
な
い
一
言
や
、

言
葉
に
さ
れ
な
い
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
、
結
果
と
し

て
誰
か
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

大
切
な
の
は
、
違
い
を
理
由
に
線
を
引
く
こ
と

で
は
な
く
、
違
い
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
誰

も
が
安
心
し
て
関
わ
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
た
と
え
ば
、
初
め
て
の
人
に
も
伝
わ
る

説
明
が
で
き
て
い
る
か
、
質
問
し
や
す
い
雰
囲

気
を
つ
く
れ
て
い
る
か
、
み
ん
な
が
参
加
で
き

る
形
で
物
事
を
決
め
て
い
る
か
。
そ
う
し
た
日
々

の
心
が
け
の
積
み
重
ね
が
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
や
職
場
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
世
の
中
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
人

権
問
題
も
、
そ
の
人
が
持
つ
背
景
や
歴
史
的
経

緯
へ
の
正
し
い
理
解
を
欠
い
た
偏
見
や
思
い
込

み
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
を

特
定
の
属
性
や
国
籍
な
ど
で
決
め
つ
け
ず
、
一

人
の
人
間
と
し
て
対
等
に
向
き
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
差
別
の
な
い
社

会
を
つ
く
る
確
か
な
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

JA
滋
賀
中
央
会
　
JA
滋
賀
同
和
対
策
本
部
「
み

の
り
　
№
3
6
8
」
よ
り
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お
し
ら
せ

In
fo

r
m

a
tio

n

受付日時 7月30日(木)

JA滋賀蒲生町
2階大ホール

受付場所

TEL 077-564-6311滋賀県赤十字血液センター

Boxティッシュ
＋スープパスタ1個
＋日用品プレゼント

献血にご協力頂いた方に

お問い合わせ ４００ｍL献血にご協力下さい。

ご協力をお願いします。
あなたの献血で救える命があります

WEB予約

ラブラッドから事前予約でさらに記念品も♪

献       血

協賛：日野ライオンズクラブ

１０：００～１１：３
０

１３：００～１５：３
０

9：30～11：30

17 K I R A M E K I

８月の金融相談会
開　催　日 開　催　日

（土）８/１ （土）８/15

【時　間】

９時 00分～ 12時 00分

☎0748- 55-2858JA滋賀蒲生町　信用課

お金に関すること、 どなた様でも

お気軽にご相談ください。

完全予約

電話予約制

年金 ・ローン ・相続 ・共済 など

今
年
も
ま
た
、
年
金
受
給
者
友
の

会
の
総
会
旅
行
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
鋳
物
師
町
　
Ｔ
さ
ん
）

７
月
４
日
の
年
金
受
給
者
友
の
会
の
総

会
旅
行
に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
開
催
場
所

は
三
重
県
の
火
の
谷
温
泉
と
の
こ
と

で
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
？
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
お
届
け

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
金
受
給
者
友
の
会
の
花
苗
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
日
々
草
で
し
た
ね
。
今
か

ら
大
き
く
咲
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

�

（
石
塔
町
　
匿
名
希
望
）

花
苗
を
お
受
取
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
日
々
草
」
は
熱

帯
地
域
が
原
産
で
、暑
さ
に
強
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
夏
の
花
壇
に
ぴ
っ
た
り
で

す
ね
。
ま
た
、
花
言
葉
は
「
楽
し
い
思

い
出
」
だ
そ
う
で
、
大
き
く
咲
く
日
々

草
が
こ
の
夏
の
思
い
出
の
一
つ
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。

お
た
よ
り
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ご
意
見
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

お
た
よ
り

お
た
よ
り

皆
様
か
ら
の

■理事会だより

■監事会だより

正組合員⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 744人
准組合員⋯⋯⋯⋯⋯ 1,979 人
貯金高⋯⋯�37,708,544 千円

貸出金高⋯⋯4,729,011 千円
購買品供給高⋯168,278 千円
販売品販売高⋯227,560 千円

令和８年６月30日現在

�１�日（土）　金融相談会
�７�日（金）　個別相談会（信用課）
15�日（土）　金融相談会
25�日（火）　組合員訪問日
26�日（水）　組合員訪問日

■給油所キャンペーン‼
SSセール　８月28日（金）
電話�0748ー55ー1170

■JAホールがもう
電話�0748ー55ー5969

■旬菜館さくらだより
お盆フェア　８月７日（金）・８日（土）
電話�0748ー55ー8317�

と　き／令和８年６月 20日（土）　13時 00分より
ところ／ JA滋賀蒲生町　本店２階　理事会室
［協議事項］
第１号議案　代表理事組合長の選出について
第２号議案　常勤理事の選出について 
第３号議案　参事の選出について
第４号議案　理事の順位決定について
第５号議案　各委員長及び各委員会構成について
第６号議案　その他の委員会の設置について
第７号議案　特定理事の選出について
第８号議案　個人情報保護統括管理者及び
　　　　　　情報セキュリティ統括管理者の選任について
第９号議案　理事の報酬額の決定について
第10号議案　退職慰労金の額及びその支払い方法の決定について
第11号議案　業務報告書　県庁への提出について　
第12号議案　令和８年度　公認会計士監査契約について
［報告事項］
（１）組合員の異動について

と　き／令和８年６月 20日（土）　12時 45分より
ところ／ JA滋賀蒲生町　本店２階　監査室
［協議事項］
第１号議案　代表監事の選出について
第２号議案　常勤監事の選出について
第３号議案　令和８年度監事の個別報酬について
第４号議案　監事の退任慰労金の支払いについて
第５号議案　令和８年度第１四半期随時監査の実施について
第６号議案　県検査（２次検査）対応について
第７号議案　監事会の運営について
［報告事項］
・内部監査の実施状況について
・監事監査議事録の扱いについて
・当面の日程について

JAの概要
2026 August8

・8月11日（火・祝）は通常営業いたします。
・�8月15日（土）は11日の振替でお休みさせて
いただきます。
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1F

2F

森田 喜隆
　もりた　　よしたか

金融担当理事
兼　信用課　課長

信
用
課

こばやし　だいすけ

小林 大輔

信用課　課長代理

かなざわ　　しの

金澤 志乃

信用課　課長代理

 やまだ　　 ゆうこ

山田 裕子
 かわなべ　　はじめ

川那邉 一
かわにし　はるひこ

川西 治彦

 みぞえ　　りきまる

三添 力丸
 こもり　　 たくみ

小森  巧 

 うえだ　　りょうこ

上田 涼子
 かどき

門木 まき
たかはし　　ひとみ

高橋 仁美

うめもと　  みゆき

梅本 美幸

共
済
課

やすい　　 よしたけ

安井 義剛

共済課　課長

 おぜき　  まさひろ

尾関 政宏

共済課　課長代理

 いとう　　けいすけ

伊藤 啓佑
 せがわ　　 かずき

瀬川 和生
 ひろせ　　　しんたろう

廣瀬 信太郎

いしばし　　 わか

石橋 和佳
かわぐち　　 さき

川口 紗季

はやしだ　 つぐみ

林田 亜海 
 こかぶ　　　　 りえこ

古株 里依子

企画審査室
監査室 むらた　　もとのり

村田 礎規

企画審査室　室長

　みわ　　　 しずか

三輪 静香

監査室　室長

 ふかだ　　 ちひろ

深田 千尋

管理課
やまぐち　　めぐみ

山口 恵美
にしむら　　　 たみこ

西村 多美子
はやし　のりひさ

林　憲寿

管理課　課長代理

 やまだ　  とみあき

山田 富章

管理課　課長

徳田 敏宏
　とくだ　　 としひろ

管理 ・経済担当理事
兼　参事

もり　　　まさや

森　昌也
（アグリ蒲生へ出向）
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令和８年度　JA滋賀蒲生町職員紹介令和８年度　JA滋賀蒲生町職員紹介

営
農
販
売
課

藤澤 和宏
ふじさわ  かずひろ

営農販売課
販売担当課長 のむら　 　しんや

野邑 信也

営農販売課　課長代理

松村 保孝
まつむら  やすたか

営農販売課
営農担当課長

 むらた

村田 かおり

 にしだ　　 けいこ

西田 恵子

 こすぎ　　 しおり

小杉 志織

 むらい　　ひろあき

村井 宏彰

 おかだ　　こうへい

岡田 康平
 やまだ　　こうへい

山田 耕平

たにぐち　 ひろき

谷口 裕紀
かわにし　  ゆうた

川西 雄太

 かりの　　 ゆうま

狩野 祐真

かわむら　　　あすか

川村 明日香

かわい　　 しゅん

河合　峻

おか　　 ゆうじ

岡　優志

たにぐち　　　あずみ

谷口 亜壽美

ふくなが　　　         こ

福永 のり子

購
買
課

森島 章信
 もりしま　 たかのぶ

購買課　課長　兼
給油所　所長

にしかわ   ゆうき

西川 雄希

購買課　課長代理

 おおた　　 はるき

大田 晴生
こばやし  ひろゆき

小林 裕幸
もり　　しょうさく

森　祥策

 ひさだ    あずさ

久田　梓

さともと    ようこ

里本 容子

たかおか　  ようこ

高岡 容子

あかざき　　あやか

赤﨑 彩花

きたがわ　　せいじ

北川 清治
 やすだ　　 ふみお

安田 文男
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